
流入量・放流量

○台風18号の豪雨では、桂川で大規模な出水が発生し、日吉ダムでは、管
理開始以降最大の流入量を記録。

○日吉ダムの洪水調節により、下流へ流す水量を最大で約９割低減。

○京都市嵐山地区（渡月橋付近）では、ダムの効果により、渡月橋の損傷の

拡大を防止するとともに、浸水戸数をほぼ半減できたと推定。

○下流の京都市の鴨川合流点付近においては、水位が堤防天端まで上昇

し右岸側で越水が生じたが、日吉ダムの洪水調節と土のう積みにより堤

防の決壊を免れた。仮に日吉ダムが無く、久我橋下流の右岸側で堤防が

決壊した場合、約13,000戸の浸水、約1.2兆円の被害が発生したと推定。

日吉ダムに大量の洪水を貯留

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

嵐山地区における浸水被害の低減効果

浸水戸数を半減浸水範囲を軽減

日吉ダムが無く、鴨川合流点付近において右岸側の
堤防が決壊したと想定した場合の浸水状況

日吉ダムが無かった場合、大規模な
越流により堤防決壊が懸念された

※計算条件：堤防が決壊した場合の浸水状況を氾濫シミュレーションによ
り計算。
決壊地点は今回の出水で越流が生じた右岸側の地点を仮定。
越流した400mの区間のうち7k地点で約100mにわたり計画高水位にて
決壊したものとして計算。
※想定被害額は治水経済調査マニュアル（案）により算定。
算定に使用したデータ ：国勢調査H17、事業所統計H18 
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最大流入量
約1,690m3/s

下流へ流す水量を
最大約９割低減

ダムに貯めた水量
約４，４６０万m3
(東京ドーム約36杯分)

最大流入時の放流量
約150m3/s
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台風18号洪水時 実績水位
堤防天端まで水位が上昇

実績の浸水範囲※

ダムが無かった
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※浸水痕跡と天龍寺地点
における実績水位に
よる推定
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放流水は、下流
の嵐山地区には
概ね４時間後に
到達する
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本出水での最高水位

ダムが無かった場合の水位 約0.5ｍ低下

水位は全て推定値

ダムの下流（京都市嵐山
地区）での水位低下効果

日吉ダム（水資源機構）の洪水調節効果：台風18号による出水
ひよし

ダムの洪水調節が無く
堤防が決壊した場合の

浸水戸数、総被害額（推定）
約13,000戸、約1.2兆円
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